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　新型コロナウイルス感染拡大が人々の生活に様々な影響を与え､ 子どもたちの学校生活もめまぐるしく変化する

なか､ 皆様には日頃の教育活動にご理解・ご協力いただき感謝申し上げます｡ 本市では､ 子どもたちが未来を切り

拓いていくための力を身につけ、新しい時代を支えていく人材へ成長していけるよう､ 「教育環境のさらなる

充実」に向けて様々な教育施策を展開していきます。

　まず､ 「施設面での環境整備」として、引き続きトイレ改修や外壁改修などの老朽化対策を推進し、充実した

学習環境を確保するほか、来年４月、学びの機会を確保するために真砂中学校の分校として設置する夜間中学の

施設整備などを進めます。

　また､ 「学校生活を支援する環境整備」として専科指導のための非常勤講師を増員するほか、いじめや不登校

をはじめとした様々な問題への更なる対応を図るため、スクールカウンセラーの配置時間拡充やスクールソー

シャルワーカーを増員するとともに、不登校となった小学生専用の教室を新設するなど教育支援センター「ライ

トポート」の体制を強化します。

　さらに、第３子以降の給食費無償化の継続、子どもルームとアフタースクールの土曜日の開所時間延長など、

｢家庭支援への環境整備」にも取り組みます。

　千葉市は今年、政令指定都市移行30周年という大きな節目を迎えます。「個々の児童生徒に寄り添い、誰一人

取り残さない」を掲げ、今後も、未来を担う子どもたちの健やかな成長のため、教育委員会と連携し、教育の振

興を図ってまいりますので、一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
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令和４年度の

新年度予算で取り組む
教育関係の主な事業について
紹介します。

加曽利貝塚の魅力向上
　特別史跡加曽利貝塚の魅力や重要性を多くの方に知ってもらうため､

平成31年２月に策定した「特別史跡加曽利貝塚グランドデザイン｣

に沿って整備を進めています。令和４年２月には縄文文化とＳＤＧｓ

を学ぶことができる博物館を目指し､「特別史跡加曽利貝塚新博物館

基本計画｣ を策定しました。

　令和４年度は、史跡と新博物館の整備を進めるほか、発掘調査や

縄文春まつり（８面参照）などのイベントも開催します。

千葉市長

神谷 俊一
かみ   や    しゅん いち

(令和4年)(令和4年)
2022

教育だよりちば 検 索

●発行：千葉市教育委員会　●編集：教育総務部企画課　〒260-8730 千葉市中央区問屋町1番35号　TEL：043-245-5908　FAX：043-245-5988

●「教育だよりちば」は、年４回（４月・７月・10月・１月）発行。ＨＰやスマホアプリでも閲覧できます｡


